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１．研究背景・意義 

  近年の高齢化に伴い，入院時・在宅医療に関わ
らず，形態や物性を調整した嚥下調整食への必要
性は高まっている。こうした状況から，日本摂食・
嚥下リハビリテーション学会による「嚥下調整食
分類」は 2021 年度版へと刷新された。 

  本研究は，前年度研究の結果を踏まえ，より簡易
で正確なとろみ添加のために，ロートを用いた弁
別法を提案する。前年度研究の問題点として高粘
度溶液の測定が困難であることが挙げられたが 1)，
これはロートの形状を最適化することで，とろみ
調整食品の種類に関わらず粘度評価が可能である
と推測された。本研究では専用のロートを設定し，
ロート法の再評価を行った。これらの意義を踏ま
え，ニュートリー㈱との共同研究を実施すること
とした。 

 
２．研究目的 
  市販の嚥下調整食のとろみ付き液体を，「段階 1 
薄いとろみ」，「段階 2 中間のとろみ」，「段階 3 
濃いとろみ」の 3 段階に分けることが可能な手軽
で簡易な手法を提案し，得られた「とろみの段階」
の指標を学会分類 2021 2)のシリンジ法と比較・検
証する。 

 

３．方法 

 3.1ロート法の実験方法(図 1) 

作成するとろみ溶液はニュート
リー㈱の製品ソフティアｓの規定
にあるとろみの段階，薄い・中間・
濃い３段階に則り，それぞれ 100ml
を作成し，ロートに溶液を一気に
注入，最後の滴下が起こるまでの
時間を測定し，薄い・中間・濃いと
ろみを各 3 回ともに流下時間を 
計測，その平均を算定する。 

 

 

 3.2シリンジ法の実験方法(図 2) 

 

  シリンジの上から溶液を 10ml 注入，溶液を流下
させ，10 秒計測の後筒先を塞ぎ，残留溶液の高さ
の値を求める。ロート法と同様にとろみ溶液を作
成し，3 回計測を行い，平均値を算出する。 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

４．結果 

とろみ添加剤 3 社製品についての粘度と流下時
間の結果を図 3に示す。①ソフティア S(薄い 80.6，
中間 160.7，濃い 698.3 mPa・s),②つるりんこ(薄
い 59.5，中間 93.2，濃い 2816.3 mPa・s),③ネオ
ハイトロミールⅢ(薄い 49.2，中間 92.9，濃い
3599.6 mPa・s)となった。シリンジ法との相関係
数は①0.87 ②0.68 ③0.87 となり，概ねロート
法との相関が認められる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．まとめ 
シリンジ法との相関からロート法自体の計測が概

ね正確であることが示唆される。ネオハイトロミー
ルⅢ，つるりんこに関して，特に濃いとろみ溶液の
粘度が高く計測されたのは，ロート法でニュートン
流体に適用されるハーゲン・ポアズイユの計測方法
を用いたため，低粘度の領域よりも剪断速度が低く
なり粘度が高く評価されたためと考えられる。 
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 図 1 ロート法 

図 2 シリンジ法 

図 3 実験結果 


